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研究要旨 

2020 年に新型コロナウイルス感染症が流行し始め、その対策の一つとしてマスクの着用が推

奨された。マスクを着用することで顔の大半が覆われることになり、表情の読み取りが非着用

時より困難であることが考えられる。このことは、コミュニケーションや言語発達に影響を与

える可能性が報告されている。特に、発達が著しい過程にある幼児期に、このように表情を十

分にみることができない状況は、子どもの言語発達以外の精神神経発達にも影響がある可能性

が考えられる。そこで我々は昨年度、子どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル

調査」という）参加者のうち、山梨県において 2019 年度（コントロール群）及び 2020 年度（曝

露群）に 6歳児を対象とした新版 K式発達検査を受けた児を対象とし、マスク着用による精神

神経発達への影響を検討した。そして本年度は、対象を全国へと拡大し、エコチル調査を実施

している全国のユニットセンターのうち、協力の承諾が得られたユニットセンターの小学 2年

生のデータを用いて、マスクの影響を含む新型コロナウイルス感染症拡大において生じた社会

環境の変化と小児の心身の発達への影響について検討することとした。 

対象者は、全国のエコチル調査参加者のうち、本研究への承諾が得られたユニットセンター

の学童期検査（小学 2年生）に参加した児である。学童期検査（小学 2年生）を新型コロナウ 
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Ａ．研究目的 

 2020 年に新型コロナウイルス感染症が流行

し始め、その対策の一つとしてマスクの着用が

推奨された。マスク着用が困難である乳幼児を

除き、多くの国民がマスク生活を送ることとな

った。マスクを着用することで顔の大半が覆わ

れることになり、表情の読み取りが非着用時よ

り困難であることが考えられる。Gori らはマ

スクによる感情認知能力を実験的に行い、3歳

から 5 歳の子どもは感情表現を推測する能力

が顕著に低下することを明らかにし、社会性や

感情の発達に影響する可能性を示唆し、軽症を

鳴らしている 1）。Giordano らは 3 歳から 5 歳

のこどもの同様の研究で、年齢が高いほど、日

常の大人との関りが多い児ほど認知能力が高

いことを示している 2）。マスクによる後天的な

相貌失認症発症の決定的な証拠はないが、継続

的に経過を観察すべきであるとしている 3）。一

方で、Ashley らは 7 歳以上の児に対する実験

的な研究でマスクによる表情認知の影響はほ

とんどなく、社会的相互作用を劇的に阻害する

ことないとしている 4）。ただし、9歳から 10歳

の対する別の実験的な研究ではマスクは様々

な感情認知に影響を与え、嫌悪感について極端

に認知が下がったとの報告もある 5）。 

表情の読み取りの困難さは、コミュニケーシ

ョンや言語発達に影響を与える可能性が報告

されている 6、7）。特に、著しい発達過程にある

幼児期に、このように表情を十分にみることが

できない状況は、子どもの言語発達以外の精神

神経発達にも影響がある可能性が考えられる。 

しかしながら、これまで日本におけるマスク

着用と子どもの精神神経発達に関する報告は

数少ない。そこで本研究班では昨年度に、子ど

もの健康と環境に関する全国調査（以下、「エ

コチル調査」という）参加者のうち、山梨県に

おいて 2019 年度及び 2020 年度に 6 歳児を対

象とした新版 K 式発達検査 8）を受けた児を対

象とし、新型コロナウイルス感染症が流行する

前に発達検査を受診した 6歳児と、流行後に発

達検査を受診した 6歳児における、マスク着用

による精神神経発達への影響を検討した。結果

は、短期間のマスク着用における発達へ影響は

認められず、マスクの長期間の使用による発達

への影響を評価することは難しいと考えられ

た。そこで、本年度は、対象を全国へと拡大し、

エコチル調査を実施している全国のユニット

センターのうち、協力の承諾が得られたユニッ

トセンターの小学 2年生のデータを用いて、マ

スクの影響を含む新型コロナウイルス感染症

イルス感染症流行前（2019 年度）と流行後（2020 年度、2021 年度、2022 年度）に受けた児に

ついて、コロナ禍の経験年数別に Conners CPT3（CPT）の各変数の Tスコアの平均値を男女別

に示すこととした。 

本年度は、エコチル調査の全国のユニットセンターのうち、協力の承諾が得られたユニット

センターの小学 2年生のデータを用いて、マスクの影響を含む新型コロナウイルス感染症拡大

において生じた社会環境の変化と小児の心身の発達への影響について検討するため、エコチル

調査コアセンターや各ユニットセンターへの依頼等を行い、協力の諾否の確認を行った。また、

本研究への協力について承諾が得られたユニットセンターのデータをコアセンターから一括で

取得した。データの取り扱いはエコチル調査に準ずることとするため、慎重にデータクリーニ

ングを行っており、詳細な解析は次年度以降に持ち越すこととした。 
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拡大において生じた社会環境の変化と小児の

心身の発達への影響について検討することを

目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

１．対象者 

対象者は、全国のエコチル調査参加者のうち、

本研究への承諾が得られたユニットセンター

の学童期検査（小学 2年生）に参加した児であ

る。 

 

２．変数 

 アウトカムは、小学 2年生時点の CAT検査：

Conners CPT3（CPT）9）、身長、体重とした。

Conners CPT3（CPT）は、PC 画面にアルファベ

ットがランダムに 1 秒、2 秒、4 秒間隔で表示

され、「X」が表示された際にクリックするとい

う作業を 14 分間、360 回試行プロトコル（3つ

のサブブロック×20 回の試行プロトコル×6

ブロック）実施する。その結果が回答者の注意

の様々な側面を評価する得点の算出に用いら

れ、注意欠陥・多動性障害（ADHD）のような注

意欠損を特徴とする障害の診断過程に有用な

補 助 的 な 検 査 で あ る 。 評 価 に は 、

Inattentiveness（不注意）、Impulsivity（衝動

性）、Problems with Sustained Attention（持

続的な注意力に問題がある）、Problems with 

Vigilance（警戒心に問題がある）に関する項

目がある。評価に用いる変数は、「d´：「X」を

区別する能力」、「Omissions：「X」を見逃した％」、

「Commissions：「X」以外に対する間違った反

応をした％」、「Hit Reaction Time（HRT）：反

応速度」、「Hit Reaction Time Standard 

Deviation（HRT SD）：反応速度の一貫性」、

「Variability：反応速度のばらつきの一貫性」、

「Hit Reaction Time Block Change：ブロック

間の反応速度の変化」、「Hit Reaction Time 

ISI Change：刺激間隔間の反応速度の変化」等

の T スコアを用い、60 点をカットオフ値とし

て評価されているものが多い。 

 しかしながら、本研究では、ADHD の診断や評

価をするわけではなく、新型コロナウイルス感

染症拡大において生じた社会環境の変化と小

児の心身の発達への影響を検討することを目

的としているため、評価に用いる各変数の Tス

コアの平均値を用いることとした。 

 

３．統計解析 

 解析は、学童期検査（小学 2年生）を新型コ

ロナウイルス感染症流行前（2019 年度）と流行

後（2020 年度、2021 年度、2022 年度）に受け

た児について、コロナ禍の経験年数別に各 Tス

コアの平均値を男女別に示すこととした。

（2019 年度：新型コロナウイルス感染症未経

験（0 年）、2020 年度：新型コロナウイルス感

染症流行経験年数 1年、2021 年度：経験年数 2

年、2022 年度：経験年数 3年） 

 

（倫理面への配慮） 

山梨大学医学部倫理員会の承認を得て実施

した。（受付番号：2324） 

 

Ｃ．研究結果 

 現在は解析のためのクリーニング中である

ため、詳細な結果は次年度以降で示すこととす

る。 

 

Ｄ．考察 

本年度は、エコチル調査の全国のユニットセ

ンターのうち、協力の承諾が得られたユニット

センターの小学 2年生のデータを用いて、マス

クの影響を含む新型コロナウイルス感染症拡

大において生じた社会環境の変化と小児の心

身の発達への影響について検討するため、エコ
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チル調査コアセンターや各ユニットセンター

への依頼等を行い、協力の諾否の確認を行った。

また、本研究への協力について承諾が得られた

ユニットセンターのデータをコアセンターか

ら一括で取得した。データの取り扱いはエコチ

ル調査に準ずることとするため、慎重にデータ

クリーニングを行っており、詳細な解析は次年

度以降に持ち越すこととした。 

 

Ｅ．結論 

 本年度は、エコチル調査の学童期検査時のデ

ータを用い、新型コロナウイルス感染症拡大に

おいて生じた社会環境の変化と小児の心身の

発達への影響について検討するための準備を

行った。データの詳細な解析については次年度

以降に行うこととする。 
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